
15

児
童
手
当
な
ど
を
受
け
て
い
る
人

は
、
毎
年
６
月
に
現
況
届
を
提
出
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
提
出
を
し

な
い
と
受
給
資
格
が
あ
っ
て
も
、
引

き
続
き
手
当
を
受
け
ら
れ
な
く
な
り

ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
該

当
者
の
方
に
は
個
人
通
知
を
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

▼
受
付
期
間

６
月
７
日
(月)
〜
11
日

(金)

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

▼
受
付
場
所

地
域
福
祉
課

▼
持
参
す
る
も
の

①
現
況
届
（
各
受
給
者
に
郵
送
し
ま

す
）

②
印
鑑

③
現
在
の
勤
務
先
名
が
記
載
さ
れ
た

健
康
保
険
証
の
写
し
（
国
民
年
金
加

入
者
お
よ
び
未
加
入
の
方
は
不
要
）

④
平
成
16
年
度
（
15
年
分
）
所
得
証

明
書
（
平
成
16
年
１
月
２
日
以
降
に

播
磨
町
に
転
入
さ
れ
た
方
は
前
住
所

地
で
交
付
を
受
け
て
く
だ
さ
い
）

⑤
そ
の
他
必
要
書
類
に
つ
い
て
は
個

人
通
知
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

※
受
付
日
時
に
都
合
の
悪
い
方
は
、

６
月
30
日
(水)
ま
で
に
地
域
福
祉
課
へ

提
出
し
て
く
だ
さ
い
（
郵
送
可
）。

※
提
出
が
７
月
以
降
に
な
る
と
、
提

出
日
の
翌
月
分
か
ら
の
支
払
い
と
な

り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ

地
域
福
祉
課

1
０
７
９
４
（
３
５
）
２
３
６
１

水
に
慣
れ
親
し
み
、
合
わ
せ
て
身

体
機
能
の
向
上
、
心
身
の
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

障
害
児
水
泳
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

▼
対
象

町
内
に
住
所
を
有
し
、
小

学
校
４
年
生
か
ら
中
学
校
に
在
学
す

る
障
害
児
（
身
体
障
害
者
手
帳
ま
た

は
療
育
手
帳
を
所
持
）

▼
実
施
方
法

１
回
１
時
間
、
１
コ

ー
ス
８
回
を
２
カ
月
間
で
実
施
し
ま

す
。
保
護
者
同
伴
。
コ
ー
チ
が
つ
い

て
指
導
し
ま
す
が
、
原
則
と
し
て
保

護
者
も
プ
ー
ル
に
入
っ
て
い
た
だ
き

ま
す
。
入
水
前
の
準
備
と
し
て
血
圧

測
定
な
ど
を
行
い
ま
す
の
で
、
実
施

時
間
の
30
分
前
に
入
館
が
必
要
で
す
。

▼
費
用

プ
ー
ル
使
用
料
　
１
回
490

円
と
教
室
受
講
料
１
コ
ー
ス
８
回
分

２
千
円

▼
申
し
込
み

申
込
書
に
必
要
事
項

を
記
入
の
上
、
健
康
い
き
い
き
セ
ン

タ
ー
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
申
し

込
み
多
数
の
と
き
は
抽
選
に
な
り
ま

す
。

▼
受
付
期
間

６
月
１
日
(火)
〜
13
日

(日)
の
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
５
時

（
月
曜
日
は
除
く
）

▼
問
い
合
わ
せ

・
健
康
い
き
い
き
セ
ン
タ
ー

1
０
７
９
４
（
３
５
）
５
５
７
８

・
健
康
福
祉
課

1
０
７
９
４
（
３
５
）
２
３
６
２

全
国
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
は
、

６
月
１
日
を
「
人
権
擁
護
委
員
の
日
」

と
定
め
、
そ
の
日
を
中
心
と
し
て
皆

さ
ん
と
共
に
一
層
の
人
権
思
想
の
啓

発
に
努
め
て
い
ま
す
。

播
磨
町
に
は
、
町
長
か
ら
推
薦
さ

れ
て
、
法
務
大
臣
が
委
嘱
し
た
次
の

人
権
擁
護
委
員
が
い
ま
す
。

氏
名
（
敬
称
略
）

西
村
　
英
和
【
古
田
２
―
16
―
19
】

1
０
７
９
４
（
３
７
）
７
０
０
６

竹
前
　
快
宏
【
二
子
９
】

1
０
７
８
（
９
４
２
）
２
４
７
９

加
田
平
靖
子
【
野
添
３
―
94
―
２
】

1
０
７
８
（
９
４
２
）
７
２
１
０

＊
相
談
は
無
料
で
秘
密
は
守
ら
れ
ま

す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

３
月
末
を
も
っ
て
５
期
15
年
ご
活

躍
い
た
だ
き
ま
し
た
諸
鹿
宏
道
氏
が

退
任
さ
れ
、
後
任
と
し
て
、
加
田
平

靖
子
氏
が
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

▼
日
時

毎
週
水
曜
日
　
午
前
10
時

15
分
〜
10
時
35
分

▼
場
所

加
古
川
健
康
福
祉
事
務
所

裏
庭
（
印
鑑
持
参
）

▼
引
取
手
数
料

千
700
円
（
生
後
91

日
以
上
は
１
匹
、
生
後
90
日
以
内
は

１
回
に
つ
き
10
匹
ま
で
）

※
時
間
は
厳
守
で
お
願
い
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ

明
石
健
康
福
祉
事
務
所
衛
生
課

1
０
７
８
（
９
１
７
）
１
１
２
９

▼
日
時

６
月
７
日
(月)
・
23
日
(水)

午
前
９
時
〜
11
時

▼
場
所

産
業
生
活
課

▼
引
取
手
数
料

千
700
円
（
生
後
91

日
以
上
は
１
匹
、
生
後
90
日
以
内
は

１
回
に
つ
き
10
匹
ま
で
）

※
前
記
以
外
の
日
時
で
は
、
引
き
取

り
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ

産
業
生
活
課

1
０
７
９
４
（
３
５
）
２
３
６
４

消
費
生
活
相
談（

）

▼
日
時

毎
週
月
曜
日
（
祝
日
除
く
）

午
前
10
時
〜
正
午

▼
場
所

中
央
公
民
館

▼
問
い
合
わ
せ
　
産
業
生
活
課

法
律
相
談
（
予
約
が
必
要
）

▼
日
時
　
６
月
14
日
(月)
・
28
日
(月)

午
後
６
時
〜
８
時

▼
場
所
・
申
し
込
み
　
中
央
公
民
館

（
申
込
順
。
電
話
予
約
不
可
）

女
性
法
律
相
談
（
予
約
必
要
）

▼
日
時

６
月
８
日
(火)
・
22
日
(火)

午
後
１
時
〜
３
時

▼
場
所
・
申
し
込
み
　
中
央
公
民
館

（
申
込
順
。
電
話
予
約
不
可
）

心
配
ご
と
相
談

▼
日
時

毎
週
火
曜
日

午
後
１
時
〜
４
時

▼
場
所

福
祉
し
あ
わ
せ
セ
ン
タ
ー

人
権
相
談

▼
日
時

６
月
８
日
(火)

午
後
１
時
〜
３
時

▼
場
所
　
福
祉
し
あ
わ
せ
セ
ン
タ
ー

行
政
相
談

▼
日
時

６
月
28
日
(月)

午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分

▼
場
所

中
央
公
民
館

経
営
・
法
律
相
談

▼
日
時

６
月
16
日
(水)

午
後
１
時
〜
３
時

▼
場
所

播
磨
町
商
工
会

▼
対
象

商
工
業
者

▼
申
込
・
問
合
せ

播
磨
町
商
工
会

1
０
７
９
４
（
３
５
）
１
６
３
０

福
祉
相
談

▼
日
時

毎
週
水
曜
日
（
祝
日
除
く
）

午
後
１
時
30
分
〜
４
時

▼
場
所

福
祉
し
あ
わ
せ
セ
ン
タ
ー

身
体
障
害
者
相
談

【
相
談
員
】（
敬
称
略
）

▽
岡
部
房
枝
【
東
本
荘
１
丁
目
14
の
９
】

1
０
７
９
４
（
３
７
）
２
３
２
８

6
０
７
９
４
（
３
７
）
６
５
５
２

▽
脇
　
正
敏
【
二
子
847
番
地
の
125
】

1
０
７
８
（
９
４
３
）
５
５
５
０

6
０
７
８
（
９
４
３
）
１
６
３
１

▽
有
瀬
　
隆
【
宮
北
２
丁
目
８
の
６
】

1
・
6
０
７
９
４
（
３
７
）
６
５
３
９

子
ど
も
の
悩
み
相
談

▼
日
時

毎
週
（
月
・
火
・
木
・
金
）

午
後
１
時
〜
５
時

▼
場
所

役
場
第
２
庁
舎
３
階
ふ
れ

あ
い
ル
ー
ム
（
電
話
相
談
可
）

1
０
７
９
４
（
３
７
）
４
１
４
１

母
子
家
庭
相
談
（
予
約
が
必
要
）

▼
日
時

６
月
９
日
(水)
・
23
日
(水)

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

▼
場
所
・
申
し
込
み

地
域
福
祉
課

子
育
て
相
談
（
事
前
問
合
が
必
要
）

両
施
設
で
来
所
相
談
を
行
っ
て
い

ま
す
。（
祝
日
除
く
）

◎
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

▼
日
時

毎
週
月
曜
日
〜
金
曜
日

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

▼
電
話
相
談
・
問
い
合
わ
せ

1
０
７
８
（
９
４
４
）
０
７
１
７

◎
子
育
て
学
習
セ
ン
タ
ー

▼
日
時

毎
週
火
曜
日
〜
土
曜
日

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

▼
電
話
相
談
・
問
い
合
わ
せ

1
０
７
９
４
（
３
７
）
４
１
８
８

お
く
や
み

【
４
・
５
月
届
出
分
】

氏
　
名
（
敬
称
略
）

島
田
　
て
る
子

西
口
　
ふ
じ
ゑ

藤
原
　
孝

町
　
名

二

子

古

宮

野

添
年
齢779280
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今
年
度
（
平
成
16
年
７
月
１
日
〜

平
成
17
年
６
月
30
日
）
の
所
得
制
限

額
は
次
の
通
り
で
す
。
今
ま
で
受
給

さ
れ
て
い
た
方
も
、
所
得
制
限
額
に

よ
り
非
該
当
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。な

お
、
昨
年
度
、
所
得
制
限
額
に

よ
り
非
該
当
の
方
は
６
月
上
旬
に
申

請
書
を
送
付
し
ま
す
の
で
、
助
成
対

象
者
と
な
る
場
合
は
、
再
申
請
を
行

っ
て
く
だ
さ
い
。

▼
所
得
制
限
対
象
者

本
人

▼
内
容

町
民
税
非
課
税
ま
た
は
合
計
所
得

金
額
145
万
円
以
下
（
平
成
15
年
中
の

所
得
額
）

▼
問
い
合
わ
せ

地
域
福
祉
課

1
０
７
９
４
（
３
５
）
２
３
６
１

７
月
１
日
よ
り
福
祉
医
療
費
受
給

者
証
が
変
わ
り
ま
す
！

受
給
者
の
方
で
、
社
会
保
険
に
加

入
さ
れ
て
い
る
方
に
は
個
人
通
知
を

し
て
い
ま
す
の
で
、
加
入
保
険
が
変

更
さ
れ
た
方
は
届
け
出
を
行
っ
て
く

だ
さ
い
。
母
子
家
庭
等
医
療
費
受
給

者
の
方
は
必
ず
現
況
届
を
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ

地
域
福
祉
課

1
０
７
９
４
（
３
５
）
２
３
６
１

福
祉
医
療
費
受
給
対
象
者
（
障
害

者
・
乳
幼
児
・
母
子
家
庭
な
ど
・
高

齢
重
度
心
身
障
害
者
）
の
方
が
入
院

さ
れ
た
時
、
支
払
っ
た
食
事
療
養
費

に
か
か
る
標
準
負
担
額
を
申
請
に
よ

り
支
給
し
て
い
ま
し
た
が
、
兵
庫
県

の
制
度
の
見
直
し
に
よ
り
10
月
１
日

よ
り
廃
止
さ
れ
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ

地
域
福
祉
課

1
０
７
９
４
（
３
５
）
２
３
６
１

１．

小
・
中
学
生
の
就
学
援
助
制
度

町
立
小
・
中
学
校
の
学
用
品
費
お

よ
び
小
学
校
の
給
食
費
な
ど
に
対
し

て
援
助
し
ま
す
。

▼
対
象

生
活
保
護
世
帯
ま
た
は
世

帯
全
員
の
所
得
が
基
準
以
下
の
世
帯

２．

幼
稚
園
保
育
料
減
免
制
度

▼
対
象

生
活
保
護
世
帯
ま
た
は
世

帯
全
員
の
町
民
税
所
得
割
額
が
１
万

円
以
下
の
世
帯
。

３．

播
磨
町
奨
学
金
貸
付
制
度

▼
対
象

高
等
学
校
も
し
く
は
高
等

専
門
学
校
、
盲
学
校
・
聾
学
校
・
養

護
学
校
の
高
等
部
、
専
修
学
校
も
し

く
は
各
種
学
校
ま
た
は
大
学
も
し
く

は
短
期
大
学
に
在
学
中
で
所
得
が
奨

学
生
資
格
審
査
委
員
会
の
定
め
る
基

準
以
下
の
方
。

▼
受
付
期
間

６
月
１
日
(火)
〜
18
日

(金)

午
前
９
時
〜
午
後
４
時
30
分

（
正
午
〜
午
後
１
時
、
土
・
日
曜
日
は

除
く
）
ま
た
、
期
間
中
に
来
ら
れ
な

い
方
も
随
時
受
け
付
け
ま
す
。

▼
申
し
込
み

就
学
援
助
、
奨
学
金

貸
し
付
け
は
教
育
総
務
課
へ
。
幼
稚

園
保
育
料
減
免
は
各
幼
稚
園
へ
。

▼
問
い
合
わ
せ

教
育
総
務
課

1
０
７
９
４
（
３
５
）
０
５
３
３

児
童
の
幸
せ
を
願
っ
て
、
次
の
各

制
度
が
あ
り
ま
す
。

◎
児
童
扶
養
手
当

離
婚
な
ど
に
よ

り
、
父
と
生
計
を
共
に
で
き
な
い
、

18
歳
ま
で
の
児
童
が
養
育
さ
れ
て
い

る
家
庭
の
生
活
安
定
と
自
立
を
助
け

る
た
め
に
、
児
童
の
母
や
、
母
に
代

わ
っ
て
そ
の
児
童
を
養
育
し
て
い
る

人
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

◎
特
別
児
童
扶
養
手
当

身
体
、
精

神
に
障
害
の
あ
る
、
20
歳
未
満
の
児

童
を
監
護
す
る
父
や
母
、
ま
た
は
父

母
に
代
わ
っ
て
そ
の
児
童
を
養
育
し

て
い
る
人
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

※
こ
れ
ら
は
、
す
べ
て
所
得
制
限
、

支
給
要
件
が
あ
り
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ

地
域
福
祉
課

1
０
７
９
４
（
３
５
）
２
３
６
１

14

▲写っている方に写真または画像データ
を差しあげます。企画調整課まで。

■役場・教育委員会 
　10794（35）0355　○F （35）3398 
■健康いきいきセンター 
　10794（35）5578　○F （35）5227 
■福祉しあわせセンター 
　10794（35）1712　○F （36）5610 
■デイサービスセンター 
　10794（37）6155　○F （37）0065 
■加古川総合保健センター 
　10794（29）2923　○F （29）6300 
■播磨ふれあいの家 
　1079（678）1481　○F （678）1482

６
月
の
相
談

広報はりま2004.6

く
ら
し
に
つ
い
て

電
話
相
談
可

情
　
報
　
の
　
ペ
　
ー
　
ジ

情
　
報
　
の
　
ペ
　
ー
　
ジ
 

情
　
報
　
の
　
ペ
　
ー
　
ジ

情
　
報
　
の
　
ペ
　
ー
　
ジ
 

情
　
報
　
の
　
ペ
　
ー
　
ジ

情情
　　
報報
　　
のの
　　
ペペ
　　
ーー
　　
ジジ

○老
老
人
医
療
助
成
制
度
の

所
得
制
限
額

福
　
祉

児
童
手
当
な
ど
の
現
況
届
を

忘
れ
ず
に

福
祉
医
療
費
受
給
者
証

（
○老
・
○身
・
○乳
・
○母
）
の
更
新

障
害
児
水
泳
教
室
参
加
者
募
集

就
学
援
助
お
よ
び
奨
学
金
、

幼
稚
園
保
育
料
の
減
免

区　　　　分 
国公立の高等学校 
私立の高等学校 

月額 17,000 
月額 29,000 
月額 20,000 
月額 31,000 
月額 17,000 
月額 29,000 
月額 22,000 
月額 30,000 
または 
月額 50,000 
（自由選択） 

各種学校 

大学・短期大学 

高等専門学校 国公立 
私　立 

専修学校 

〔貸付額〕 

国公立 
私　立 

奨学金の額（円） 

ご
存
知
で
す
か
？

児
童
福
祉
制
度

定員と実施日程など 

※重複障害児の方は身体障害者コースの申し込みになります。 

対象児童 

身体障害児 
（小学４～６年生） 

身体障害児 
（中学生） 

知的障害児 
（小学４～６年生） 

知的障害児 
（中学生） 

実施期間 

７月７日(水)～８月25日(水) 
毎水曜日 

９月４日(土)～10月23日(土) 
毎土曜日 

９月８日(水)～10月27日(水) 
毎水曜日 

７月10日(土)～８月28日(土) 
毎土曜日 

定員 

５人 

５人 

５人 

５人 

実施時間 

午後５時～６時 

午後４時～５時 

午後５時～６時 

午後４時～５時 

入
院
生
活
福
祉
給
付
金
制
度

の
廃
止

６
月
１
日
は

「
人
権
擁
護
委
員
の
日
」

く
ら
し

犬
の
引
き
取
り

猫
の
引
き
取
り
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播
磨
町
で
は
、
住
民
参
加
の
ま
ち

づ
く
り
を
よ
り
推
進
す
る
た
め
に
、

住
民
の
皆
さ
ん
か
ら
建
設
的
な
意
見

や
提
言
を
い
た
だ
く
「
町
政
モ
ニ
タ

ー
」
事
業
を
昨
年
度
か
ら
実
施
し
、

連
携
と
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
て
い
ま
す
。

モ
ニ
タ
ー
に
な
っ
て
い
た
だ
く
方

は
、
無
作
為
に
抽
出
し
た
20
歳
以
上

の
約
500
人
の
方
々
で
す
。

具
体
的
に
は
、
モ
ニ
タ
ー
に
な
っ

て
い
た
だ
い
た
方
に
年
２
回
程
度
、

町
か
ら
「
モ
ニ
タ
ー
用
紙
」
と
そ
れ

に
関
す
る
資
料
な
ど
を
お
送
り
し
、

ご
意
見
・
ご
提
言
を
い
た
だ
く
こ
と

に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
町
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
も
詳
し
く
掲
載
す
る
予
定

で
す
。

抽
出
さ
れ
た
方
に
は
６
月
上
旬
に

文
書
を
送
付
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す

の
で
、
ご
理
解
・
ご
協
力
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
昨
年
度
モ
ニ
タ
ー
に
な
っ

て
い
た
だ
い
た
方
に
は
引
き
続
き
お

願
い
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ

企
画
調
整
課

1
０
７
９
４
（
３
５
）
０
３
５
６

毎
年
秋
に
開
催
さ
れ
る
菊
花
展
に

出
展
を
め
ざ
し
て
い
る
方
を
対
象
に
、

播
磨
町
菊
花
会
よ
り
菊
の
苗
を
配
布

し
ま
す
。

▼
日
時

５
月
29
日
(土)

午
前
10
時

〜
正
午
（
先
着
順
）

▼
場
所

役
場
第
１
庁
舎
駐
輪
場
南
側

▼
問
い
合
わ
せ

生
涯
学
習
課

1
０
７
９
４
（
３
５
）
０
５
６
５

土
山
駅
・
播
磨
町
駅
周
辺
の
指
定

さ
れ
た
区
域
に
放
置
さ
れ
た
自
転

車
・
原
付
自
転
車
は
、
即
日
撤
去
・

移
動
し
て
い
ま
す
。

放
置
自
転
車
な
ど
は
、
歩
行
者
や
通

行
車
両
の
障
害
と
な
る
ば
か
り
か
、
周

辺
の
方
々
に
と
っ
て
も
迷
惑
に
な
っ
て

い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力

で
、
放
置
自
転
車
な
ど
を
な
く
し
ま
し

ょ
う
。

◎
自
転
車
な
ど
の
返
還

▼
場
所

住
民
課

▼
日
時
　
毎
週
火
曜
日
・
金
曜
日

（
年
末
年
始
・
祝
日
を
除
き
ま
す
）
の

午
後
１
時
〜
５
時

▼
手
数
料

自
転
車
　
　
　
　
千
円

原
付
自
転
車
　
２
千
円

▼
保
管
期
間

３
ヵ
月

〔
手
数
料
の
徴
収
事
務
を
委
託
し
ま
し

た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
〕

◎
放
置
自
転
車
な
ど
保
管
手
数
料
徴

収
事
務

加
古
郡
広
域
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

1
０
７
９
４
（
３
７
）
７
３
８
６

◎
町
立
自
転
車
駐
車
場
使
用
料
徴
収

事
務

播
磨
町
社
会
福
祉
協
議
会

1
０
７
９
４
（
３
５
）
１
７
１
２

▼
問
い
合
わ
せ

住
民
課

1
０
７
９
４
（
３
５
）
２
３
６
３

播
磨
町
内
か
ら
一
般
の
電
話
で
１

１
９
番
通
報
を
す
る
と
、
加
古
川
市

消
防
本
部
に
直
接
つ
な
が
り
ま
す
。

し
か
し
、
携
帯
電
話
で
１
１
９
番
通

報
を
す
る
と
、
明
石
や
神
戸
な
ど
の

消
防
本
部
に
つ
な
が
り
ま
す
。

最
初
に
電
話
が
つ
な
が
っ
た
消
防

本
部
で
は
、
通
報
者
か
ら
住
所
・
氏

名
・
電
話
番
号
・
状
況
・
症
状
な
ど

の
内
容
を
聞
い
た
後
に
、
管
轄
の
加

古
川
市
消
防
本
部
に
転
送
し
ま
す
。

転
送
を
受
け
た
加
古
川
市
消
防
本
部

で
も
、
ど
こ
に
消
防
車
ま
た
は
救
急

車
を
出
動
さ
せ
る
の
か
を
知
る
た
め

に
、
住
所
･
氏
名
・
電
話
番
号
・
状

況
・
症
状
な
ど
を
質
問
す
る
た
め
、

緊
急
車
両
の
出
動
が
遅
れ
ま
す
。

よ
り
迅
速
に
緊
急
車
両
を
出
動
さ

せ
る
た
め
に
、
特
に
家
庭
か
ら
１
１

９
番
通
報
を
す
る
場
合
に
は
、
一
般

電
話
を
使
用
す
る
よ
う
、
お
願
い
し

ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ

加
古
川
市
消
防
本
部
　
指
令
課

1
０
７
９
４
（
２
４
）
０
１
１
９

失
業
や
退
職
な
ど
に
よ
り
所
得
が

な
く
な
っ
た
り
、
著
し
く
減
少
し
た

場
合
で
、
一
定
の
要
件
を
満
た
し
て

い
れ
ば
減
免
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

減
免
の
申
請
を
さ
れ
る
方
は
、
納

期
限
の
７
日
前
ま
で
に
申
請
書
を
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
対
象
者

①
平
成
15
年
中
の
所
得

が
800
万
円
以
下
の
人
で
、
失
業
や
退

職
、
休
業
、
廃
業
な
ど
の
事
由
発
生

後
の
所
得
が
、
前
年
の
所
得
と
比
べ

て
半
分
以
下
に
減
少
す
る
と
認
め
ら

れ
る
人
や
、
病
気
な
ど
で
引
き
続
き

３
ヵ
月
以
上
療
養
中
の
人
。

②
納
税
義
務
者
が
死
亡
し
、
相
続
人

の
納
税
が
困
難
で
あ
る
と
認
め
ら
れ

る
場
合
。

▼
申
請
に
必
要
な
も
の

納
税
通
知

書
、
印
鑑
、
右
の
①
に
該
当
す
る
こ

と
を
証
明
で
き
る
書
類
（
雇
用
保
険

受
給
資
格
者
証
、
民
生
委
員
の
無
職

の
状
況
確
認
書
、
診
断
書
な
ど
。
年

金
受
給
者
は
年
金
証
書
、
年
金
改
定

通
知
な
ど
の
最
新
の
年
金
額
が
分
か

る
も
の
）

▼
問
い
合
わ
せ

税
務
課

1
０
７
９
４
（
３
５
）
０
３
５
８

町
民
税
の
均
等
割
の
税
率
が
、
平

成
16
年
度
地
方
税
制
の
改
正
に
よ
り
、

従
来
の
市
町
村
の
人
口
区
分
に
応
じ

て
税
率
が
３
段
階
に
区
分
（
播
磨
町

は
年
額
２
千
円
）
さ
れ
て
い
た
も
の

が
統
一
さ
れ
、
年
額
３
千
円
に
改
正

さ
れ
ま
し
た
。

な
お
、
県
民
税
の
均
等
割
の
税
率

（
年
額
千
円
）
に
つ
い
て
は
改
正
さ
れ

ず
に
同
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ

税
務
課

1
０
７
９
４
（
３
５
）
０
３
５
８
　

６
月
か
ら
、
毎
月
第
４
日
曜
日
に

納
税
窓
口
を
開
設
し
ま
す
。

町
税
全
般
の
納
税
に
つ
い
て
、
日

曜
日
し
か
納
税
す
る
時
間
が
取
れ
な

い
と
い
う
方
は
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
納
税
に
つ
い
て
の
相
談

も
で
き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
お
越
し
く

だ
さ
い
。

▼
日
時

６
月
27
日
(日)

午
前
９
時

〜
午
後
５
時

▼
場
所

役
場
１
階
　
税
務
課

※
当
日
は
、
中
央
公
民
館
側
の
通
用

口
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ

税
務
課

1
０
７
９
４
（
３
５
）
０
３
５
８
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町
県
民
税
の
減
免

税

町
政
モ
ニ
タ
ー
事
業
を
実
施

町
県
民
税
の
均
等
割
が

４
千
円
に
！

納
税
窓
口
を
開
設

菊
の
苗
を
配
布
し
ま
す

放
置
自
転
車
な
ど
を

な
く
し
ま
し
ょ
う
！

消
防
本
部
か
ら
の
お
願
い

１
１
９
番
通
報
は
一
般
電
話

で
お
願
い
し
ま
す

国
民
健
康
保
険
税
の
平
成
16
年
度

の
税
率
は
、
表
①
の
通
り
改
正
さ
れ

ま
し
た
。
医
療
費
な
ど
が
毎
年
伸
び

続
け
（
表
③
参
照
）、
確
保
す
べ
き
金

額
は
前
年
度
比
４
％
の
増
が
見
込
ま

れ
ま
し
た
が
、
支
出
の
抑
制
に
取
り

組
む
こ
と
、
基
金
（
貯
金
）
を
取
り

崩
す
こ
と
に
よ
り
、
一
人
当
た
り
の

負
担
額
は
前
年
並
み
に
抑
え
ら
れ
て

い
ま
す
。

保
険
税
は
、
医
療
給
付
費
分
と
介

護
納
付
金
分
の
合
計
額
を
負
担
し
て

い
た
だ
き
ま
す
。
医
療
給
付
費
分
は

す
べ
て
の
被
保
険
者
が
、
介
護
納
付

金
分
は
40
歳
以
上
65
歳
未
満
の
被
保

険
者
が
対
象
に
な
り
ま
す
。

医
療
給
付
費
分
の
税
率
は
、
必
要

と
さ
れ
る
医
療
費
の
額
な
ど
を
基
に
、

介
護
納
付
金
分
の
税
率
は
、
社
会
保

険
診
療
報
酬
支
払
基
金
の
支
払
い
を

予
定
し
て
い
る
介
護
納
付
金
の
総
額

を
基
に
毎
年
見
直
し
を
行
っ
て
い
ま

す
。医

療
給
付
費
分
に
つ
い
て
は
、
資

産
割
が
前
年
度
と
同
様
に
１
％
下
が

り
、
こ
れ
に
加
入
者
の
所
得
の
鈍
化

を
加
味
し
た
結
果
、
所
得
割
は
0.6
％

上
が
っ
て
い
ま
す
。
均
等
割
と
平
等

割
は
、
世
帯
数
の
伸
び
に
対
し
被
保

険
者
数
の
伸
び
が
少
な
い
傾
向
が
そ

の
ま
ま
反
映
さ
れ
て
い
ま
す
。

一
方
、
介
護
納
付
金
分
の
税
率
は

据
え
置
き
と
な
っ
て
い
ま
す
。
限
度

額
に
つ
い
て
は
、
制
度
改
正
に
よ
り

７
万
円
か
ら
８
万
円
に
変
更
さ
れ
ま

し
た
。

保
険
税
の
納
期
は
、
前
年
度
と
同

じ
で
７
月
か
ら
翌
年
３
月
ま
で
の
計

９
回
と
な
っ
て
い
ま
す
。
納
期
限
は

毎
月
末
（
12
月
は
25
日
）
で
、
そ
の

日
が
金
融
機
関
の
休
日
に
当
た
る
場

合
は
翌
営
業
日
と
な
り
ま
す
。

次
の
要
件
の
該
当
者
に
は
、
申
請

書
を
送
付
し
ま
す
の
で
期
限
内
に
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。
こ
の
申
請
が
認

め
ら
れ
る
と
国
民
健
康
保
険
税
の
一

部
が
軽
減
（
減
額
）
さ
れ
ま
す
。

▼
所
得
要
件

平
成
15
年
中
の
総
所

得
金
額
が
次
の
式
で
求
め
た
金
額
以

下
の
世
帯
。

33
万
円
＋
（
35
万
円
×
被
保
険
者
数
）

た
だ
し
、
平
成
15
年
に
風
水
害
な

ど
の
災
害
に
遭
わ
れ
た
り
、
事
業
の

休
止
、
廃
止
が
あ
っ
た
な
ど
の
事
情

で
所
得
の
低
下
を
招
い
た
が
、
平
成

16
年
に
は
所
得
の
状
況
が
改
善
さ
れ

た
方
な
ど
は
、
こ
の
制
度
を
受
け
ら

れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

▼
軽
減
額
（
減
額
）

国
民
健
康
保
険
税
の
均
等
割
、
平

等
割
が
２
割
軽
減
（
減
額
）
さ
れ
ま

す
。
軽
減
額
は
表
②
の
通
り
で
す
。

▼
申
請
期
限

７
月
30
日
(金)
ま
で
。

７
月
以
降
に
国
民
健
康
保
険
に
新
規

加
入
さ
れ
た
方
は
、
指
定
さ
れ
た
期

日
ま
で
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

失
業
、
退
職
な
ど
に
よ
り
所
得
が

激
減
す
る
な
ど
、
一
定
の
要
件
を
満

た
す
と
き
は
、
申
請
を
提
出
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
保
険
税
の
減
免
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
提
出
期
限
は
、

納
期
限
の
７
日
前
ま
で
と
な
っ
て
い

ま
す
。

す
べ
て
の
納
税
義
務
者
（
世
帯
主
）

と
国
民
健
康
保
険
の
加
入
者
は
、
た

と
え
収
入
が
無
く
て
も
前
年
中
の
所

得
の
状
況
を
申
告
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

た
だ
し
、
確
定
申
告
や
住
民
税
の

申
告
を
し
た
方
、
納
税
義
務
者
や
加

入
者
の
税
法
上
の
扶
養
と
な
っ
て
い

る
方
、
給
与
や
年
金
の
支
払
報
告
書

が
提
出
さ
れ
て
い
る
方
は
不
要
で
す
。

所
得
の
申
告
が
な
け
れ
ば
軽
減

（
減
額
）
も
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
の
で
、

早
急
に
申
告
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。国

民
健
康
保
険
税
を
災
害
そ
の
他

の
特
別
な
事
情
が
な
い
の
に
滞
納
し
、

一
定
期
間
を
経
過
し
た
場
合
は
、
保

険
証
を
お
渡
し
で
き
な
く
な
り
、
資

格
証
明
書
で
受
診
し
て
い
た
だ
く
こ

と
に
な
り
ま
す
。

資
格
証
明
書
で
受
診
さ
れ
た
場
合

の
医
療
費
は
、
い
っ
た
ん
全
額
自
己

負
担
と
な
り
、
そ
の
後
役
場
で
手
続

き
を
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
医
療
費

の
７
割
分
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

さ
ら
に
経
過
す
る
と
、
高
額
医
療

費
な
ど
の
保
険
給
付
が
差
し
止
め
ら

れ
ま
す
。

健
康
保
険
の
制
度
は
皆
さ
ん
で
支

え
合
っ
て
成
り
立
っ
て
い
ま
す
。
保

険
税
は
必
ず
納
期
内
に
納
め
ま
し
ょ

う
。国

民
健
康
保
険
税
を
は
じ
め
と
す

る
町
税
の
納
付
に
つ
い
て
は
、
便
利

な
口
座
振
替
制
度
を
ご
利
用
く
だ
さ

い
。
郵
便
局
で
も
で
き
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ

税
務
課

1
０
７
９
４
（
３
５
）
０
３
５
８

国
民
健
康
保
険
税
の
税
率
を

改
正

①所得割 

②資産割 

③均等割 

④平等割 

課　　税 

限 度 額  

15年度 

医療給付費分 

16年度 

6.88％ 

23.00％ 

27,900円 

27,600円 

530,000円 

7.48％ 

22.00％ 

28,080円 

27,240円 

530,000円 

①所得割：被保険者の15年中の所得
金額から33万円を控除し
て、7.48％をかけた金額 

②資産割：被保険者の16年度の固定
資産税額に22％をかけた
金額 

③均等割：被保険者１人につき 
28,080円 

④平等割：１世帯につき 
27,240円 

１年間の保険税額＝①＋②＋③＋④ 

※介護納付金分は、40歳～64歳の被保険者の方のみ課税されます。 

表②　国民健康保険税の２割軽減額（減額） 

表③　医療費の伸び 

均等割　加入者１人につき 

医療給付費分 介護納付金分 

5,620円 1,430円 

5,450円 1,010円 平等割　１世帯につき 

　（最高53万円） 

⑤所得割 

⑥資産割 

⑦均等割 

⑧平等割 

課　　税 

限 度 額  

介護納付金分 

⑤所得割：医療給付費分と同様に計
算し、1.37％をかけた金額 

 
⑥資産割：医療給付費分と同様に計

算し、6.10％をかけた金額 
 
⑦均等割：被保険者１人につき 

7,140円 
⑧平等割：１世帯につき 

5,040円 

１年間の保険税額＝⑤＋⑥＋⑦＋⑧ 

　（最高8万円） 

15年度 16年度 

1.37％ 

6.10％ 

7,140円 

5,040円 

70,000円 

1.37％ 

6.10％ 

7,140円 

5,040円 

80,000円 

表①　平成16年度国民健康保険税の税率 

1,500,000

2,000,000

2,500,000

12年度 

1,833,822
1,986,977

2,158,879

2,242,443
2,391,580

13年度 14年度 15年度見込 16年度見込 

（単位：千円） 

保
険
税
の
納
期
限

保
険
税
を
滞
納
す
る
と

保
険
税
の
２
割
軽
減

前
年
中
の
所
得
申
告

保
険
税
の
減
免
申
請
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▼
応
募
方
法

６
月
１
日
(火)
か
ら
10

月
30
日
(土)
ま
で
に
、
所
定
の
応
募
用

紙
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
作
品
の

裏
面
に
用
紙
を
切
り
取
っ
て
貼
り
付

け
、
応
募
ボ
ッ
ク
ス
に
投
函
く
だ
さ

い
。
応
募
用
紙
・
応
募
ボ
ッ
ク
ス
は
、

中
央
公
民
館
お
よ
び
各
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
セ
ン
タ
ー
に
設
置
し
て
い
ま
す
。

▼
賞

優
秀
賞
、
奨
励
賞

▼
審
査
・
発
表

キ
ャ
ス
ト
は
り
ま

塾
で
審
査
・
選
考
し
ま
す
。
発
表
は

11
月
下
旬
。
入
賞
作
品
の
展
示
会
を

開
催
す
る
予
定
で
す
。

▼
問
い
合
わ
せ

キ
ャ
ス
ト
は
り
ま

塾
「
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
フ
ォ
ト
コ
ン
テ

ス
ト
」
係
　
本
谷
　
か
お
る
宅

1
０
７
９
４
（
３
７
）
２
２
８
８

【
投
票
立
会
人
】

▼
応
募
資
格
要
件

町
内
に
居
住
し
、

播
磨
町
の
選
挙
人
名
簿
に
登
録
の
あ

る
有
権
者
。

▼
募
集
人
数

各
投
票
所
２
人
ず
つ
、

合
計
26
人
。
応
募
者
多
数
の
場
合
は

抽
選
で
決
定
し
ま
す
。

▼
応
募
方
法

６
月
１
日
(火)
〜
９
日

(水)
の
間
に
、
電
話
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
ま

た
は
電
子
メ
ー
ル
に
て
応
募
し
て
く

だ
さ
い
。

な
お
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
・
電
子
メ
ー

ル
で
の
応
募
は
、
住
所
・
氏
名
・
生

年
月
日
・
連
絡
先
電
話
番
号
を
記
入

し
て
く
だ
さ
い
。

▼
立
会
場
所

名
簿
が
登
録
さ
れ
て

い
る
投
票
所

▼
立
会
時
間

投
票
日
当
日
（
７
月

11
日
ま
た
は
18
日
）
の
午
前
６
時
45

分
〜
午
後
８
時

▼
報
酬

１
万
１
千
円

【
投
票
所
事
務
従
事
者
】

選
挙
権
を
得
て
間
も
な
い
方
々
を

対
象
と
し
て
、
本
年
７
月
に
実
施
予

定
の
参
議
院
議
員
選
挙
の
投
票
所
事

務
従
事
者
を
募
集
し
ま
す
。

▼
応
募
資
格
要
件

町
内
に
居
住
し
、

選
挙
期
日
現
在
で
20
歳
〜
22
歳
位
の
方

（
選
挙
権
を
得
て
間
も
な
い
方
々
へ
の

啓
発
の
一
環
と
し
て
募
集
し
ま
す
）

▼
募
集
人
数

各
投
票
所
１
人
ず
つ
、

合
計
13
人
。
応
募
者
多
数
の
場
合
は

抽
選
で
決
定
し
ま
す
。

▼
応
募
方
法

６
月
１
日
(火)
〜
９
日
(水)

の
間
に
、電
話
、フ
ァ
ッ
ク
ス
ま
た
は
電

子
メ
ー
ル
に
て
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
・
電
子
メ
ー

ル
で
の
応
募
は
、
住
所
・
氏
名
・
生

年
月
日
・
連
絡
先
電
話
番
号
を
記
入

し
て
く
だ
さ
い
。

▼
勤
務
場
所

別
途
指
示
す
る
投
票
所

▼
勤
務
日
時

投
票
日
当
日
（
７
月

11
日
ま
た
は
18
日
）
の
午
前
６
時
45

分
〜
午
後
８
時

▼
賃
金

日
額
１
万
３
千
円

▼
応
募
・
問
い
合
わ
せ

投
票
立
会
人
・
投
票
所
事
務
従
事
者

と
も
選
挙
管
理
委
員
会
ま
で

1
０
７
９
４
（
３
５
）
０
３
５
７

6
０
７
９
４
（
３
５
）
３
３
９
８

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

soum
u@
tow
n.harim

a.hyogo.jp
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身
近
に
あ
る
も
の
を
使
っ
て
、
親

子
で
夢
い
っ
ぱ
い
の
お
も
ち
ゃ
作
り

を
楽
し
み
ま
す
。

▼
日
時

６
月
25
日
(金)

午
前
10
時

30
分
〜
正
午

▼
場
所

中
央
公
民
館
　
視
聴
覚
室

▼
対
象

２
歳
〜
４
歳
の
子
ど
も
の

い
る
親
と
子

▼
講
師

倉
主
　
偕
子
先
生
（
姫
路

日
ノ
本
学
園
短
期
大
学
講
師
）

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

子
育
て
学
習
セ
ン
タ
ー

1
０
７
９
４
（
３
７
）
４
１
８
８

※
必
ず
申
し
込
み
を
お
願
い
し
ま
す
。

（
月
曜
日
を
除
く
）

▼
日
時

６
月
３
日
(木)
〜
６
日
(日)

午

前
９
時
〜
午
後
５
時
（
６
日
は
午
後

４
時
ま
で
）

▼
場
所

中
央
公
民
館
　
大
ホ
ー
ル

▼
入
場
料

無
料

▼
日
時

６
月
20
日
(日)

午
前
10
時

〜
午
後
３
時

▼
席
主

唐
木

宗そ
う

喜き

先
生
（
裏
千
家
）

▼
場
所

野
添
北
公
園
内
蓬
生
庵

▼
参
加
費

300
円

▼
問
い
合
わ
せ

蓬
生
庵

1
０
７
８
（
９
４
４
）
６
０
４
０

▼
日
時

６
月
20
日
(日)

午
前
７
時

30
分
　
山
電
播
磨
町
駅
集
合

▼
目
的
地

灰
形
山
（
裏
六
甲
）

▼
行
程

新
開
地
駅→

有
馬
駅→

落

葉
山→

灰
形
山→

番
匠
屋
畑
尾
根→

逢
山
峡→

有
馬
口
駅→

播
磨
町
駅

▼
問
い
合
わ
せ

田
中
　
福
美
宅

1
０
７
８
（
９
４
２
）
８
２
８
０

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
花
壇
の
使
用
団
体

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

▼
場
所

野
添
で
あ
い
公
園

▼
区
画

10
区
画
（
１
区
画
約
20
平

方
㍍
）

▼
使
用
団
体
の
条
件

①
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
花
壇
に
お
け
る
花

の
育
成
管
理
活
動
に
理
解
と
熱
意
を

有
す
る
こ
と
。

②
構
成
員
が
３
人
以
上
の
住
民
で
あ

る
こ
と
。（
家
族
の
グ
ル
ー
プ
で
も
可
）

③
季
節
に
応
じ
て
年
４
回
程
度
の
草

花
の
植
え
付
け
が
で
き
る
こ
と
。

④
花
壇
の
除
草
、
清
掃
、
水
や
り
な

ど
の
維
持
管
理
作
業
が
で
き
る
こ
と
。

▼
助
成
金

年
間
限
度
額
６
万
円

（
１
区
画
あ
た
り
）

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

都
市
計
画
課

1
０
７
９
４
（
３
５
）
２
３
６
６

▼
日
時
・
場
所

･
６
月
１
日
(火)

中
央
公
民
館

･
６
月
９
日
(水)

野
添
コ
ミ
セ
ン

･
６
月
16
日
(水)

南
部
コ
ミ
セ
ン

･
６
月
18
日
(金)

中
央
公
民
館

※
い
ず
れ
も
午
前
９
時
30
分
〜
12
時

30
分

▼
内
容

か
し
こ
く
油
を
知
っ
て

（
ヘ
ル
シ
ー
料
理
）

▼
参
加
費

500
円
（
当
日
徴
収
）

▼
問
い
合
わ
せ

健
康
福
祉
課

1
０
７
９
４
（
３
５
）
２
３
６
２

町
立
蓮
池
保
育
園
で
、
パ
ー
ト
保

育
士
と
し
て
働
く
こ
と
を
希
望
す
る

登
録
者
を
募
集
し
ま
す
。

パ
ー
ト
保
育
士
採
用
の
際
に
、
登

録
さ
れ
た
方
の
中
か
ら
面
接
を
実
施

し
、
採
用
す
る
制
度
で
す
。

▼
対
象

昭
和
43
年
４
月
２
日
以
降

に
生
ま
れ
た
人
で
、
保
育
士
資
格
を

有
す
る
人
。

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

履
歴

書
に
写
真
と
保
育
士
免
許
の
写
し
を

添
え
て
、
地
域
福
祉
課
ま
で
。

1
０
７
９
４
（
３
５
）
２
３
６
１

本
会
は
、
郷
土
の
先
覚
者
を
顕

彰
・
発
掘
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

い
ま
す
。
現
在
、
会
員
を
募
集
し
て

い
ま
す
の
で
、
趣
旨
に
ご
賛
同
い
た

だ
き
、
ご
加
入
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
会
費

年
額
（
１
口
）
千
円

▼
受
け
付
け
・
問
い
合
わ
せ

播
磨

町
ふ
る
さ
と
の
先
覚
者
顕
彰
会
事
務

局
（
企
画
調
整
課
内
）

1
０
７
９
４
（
３
５
）
０
３
５
６

な
お
、
平
成
16
年
度
総
会
を
次
の

通
り
開
催
し
ま
す
。

▼
場
所

中
央
公
民
館
第
２
研
修
室

▼
日
時

６
月
６
日
(日)

▼
総
会

午
前
９
時
20
分
〜
10
時

救
急
車
が
来
る
ま
で
に
行
う
応
急

手
当
の
心
肺
蘇
生
法
、
大
出
血
の
止

血
法
や
骨
折
時
の
固
定
を
学
び
ま
す
。

加
古
川
市
東
消
防
署
播
磨
分
署
で

は
一
人
で
も
多
く
の
方
に
救
急
法
を

知
っ
て
頂
く
た
め
に
ご
希
望
の
会
場

に
出
向
い
て
、
救
急
講
習
会
を
行
い

ま
す
。
申
し
込
み
は
随
時
受
け
付
け

て
い
ま
す
。

▼
対
象

町
内
在
住
・
在
勤
の
方
で
、

で
き
れ
ば
各
種
団
体
で
お
申
し
込
み

を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ

加
古
川
市
東
消
防
署
播
磨
分
署

1
０
７
９
４
（
３
６
）
０
１
１
９

▼
日
時

６
月
26
日
(土)

午
前
９
時

〜
午
後
６
時

▼
場
所

加
古
川
市
防
災
セ
ン
タ
ー

▼
内
容

救
急
車
が
来
る
ま
で
に
行

う
応
急
手
当
の
心
肺
蘇
生
法
、
大
出

血
時
の
止
血
法
、
骨
折
時
の
固
定
法
、

搬
送
法
な
ど
。
講
習
を
修
了
し
た
人

に
は
修
了
証
を
交
付
し
ま
す
。

▼
対
象

播
磨
町
、
稲
美
町
、
加
古

川
市
に
在
住
・
在
勤
の
人

▼
定
員

先
着
30
人

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

６
月

８
日
(火)

午
前
９
時
か
ら
、
電
話
で

消
防
本
部
警
防
課
へ
（
土
、
日
、
祝
日

を
除
く
）

1
０
７
９
４
（
２
７
）
６
５
３
９

花
壇
や
プ
ラ
ン
タ
ー
、
窓
辺
を
花

や
緑
で
彩
り
、
潤
い
あ
る
暮
ら
し
を

し
て
お
ら
れ
る
皆
さ
ん
の
お
宅
を
写

真
で
ご
紹
介
く
だ
さ
い
。

▼
応
募
規
定

写
真
の
サ
イ
ズ
は
キ

ャ
ビ
ネ
版
（
127
㍉
×
178
㍉
）
に
限
り

ま
す
。
単
写
真
の
み
と
し
、
組
写
真

や
合
成
写
真
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

▼
応
募
点
数

１
人
３
点
以
内
（
撮

影
場
所
を
明
記
の
こ
と
）。
応
募
写
真

は
原
則
と
し
て
返
却
し
ま
せ
ん
。

※
入
賞
作
品
に
つ
い
て
は
、
お
名
前

を
第
３
者
に
公
表
す
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
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情
　
報
　
の
　
ペ
　
ー
　
ジ

情
　
報
　
の
　
ペ
　
ー
　
ジ
 

情
　
報
　
の
　
ペ
　
ー
　
ジ

情
　
報
　
の
　
ペ
　
ー
　
ジ
 

情
　
報
　
の
　
ペ
　
ー
　
ジ

情情
　　
報報
　　
のの
　　
ペペ
　　
ーー
　　
ジジ

い
ず
み
会
料
理
講
習
会

野
添
北
公
園
　
蓬
生
庵

月
例
茶
会

救
急
講
習
会

パ
ー
ト
保
育
士
登
録
者
募
集

ふ
る
さ
と
の
先
覚
者
顕
彰
会

平
成
16
年
度
会
員
募
集

上
級
救
命
講
習
会

催
　
し

子
育
て
講
演
会

ハ
イ
キ
ン
グ

募
　
集

野
添
で
あ
い
公
園
で
花
を
育

て
て
み
ま
せ
ん
か
？

キ
ャ
ス
ト
は
り
ま
塾

ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト

第
19
回
播
磨
町
美
術
協
会
展

参
議
院
議
員
選
挙
の
投
票
立
会
人
、

お
よ
び
投
票
所
事
務
従
事
者
の
募
集

平成16年度水道料金などの
集金人が決まりました

記載のない自治会は集金人のいな
いところです。
◎杉　千恵子さん（本荘東、学園前、
宮北、宮西、コーポラス東Ａ～Ｇ、
コーポラス１～15）

◎織田　トミ子さん（本荘北）

FFFFFFFFFFFFFFFFFFFFFFFFFFFFFFF

公
職
選
挙
法
の
改
正
に
よ
り
、
不

在
者
投
票
制
度
の
一
部
が
改
正
さ
れ

ま
し
た
。
主
な
改
正
の
内
容
は
次
の

通
り
で
す
。

１
　
役
場
で
の
不
在
者
投
票
に
つ
い
て

●
今
ま
で
の
不
在
者
投
票
は
、
候
補

者
名
な
ど
を
記
入
し
た
投
票
用
紙
を

内
封
筒
と
外
封
筒
に
入
れ
て
、
外
封

筒
に
署
名
後
投
函
さ
れ
て
い
ま
し
た

が
、
今
後
は
投
票
所
で
の
投
票
方
法

と
同
様
に
、
記
入
し
た
投
票
用
紙
を

そ
の
ま
ま
投
票
箱
に
入
れ
て
い
た
だ

く
よ
う
に
変
更
さ
れ
ま
し
た
。（
内
封

筒
と
外
封
筒
は
な
く
な
り
ま
し
た
）

●
不
在
者
投
票
が
で
き
る
方
は
、
今

ま
で
と
同
じ
く
、
投
票
日
に
仕
事
や

旅
行
な
ど
の
た
め
投
票
所
に
行
け
な

い
方
が
対
象
と
な
り
ま
す
。
し
た
が

っ
て
、
不
在
者
投
票
の
際
に
は
、
今

ま
で
の
よ
う
に
不
在
で
あ
る
と
い
う

旨
の
宣
誓
書
を
記
入
し
て
い
た
だ
く

こ
と
に
な
り
ま
す
。

●
不
在
者
投
票
で
き
る
期
間
は
、
そ

の
選
挙
の
公
示
日
ま
た
は
告
示
日
の

翌
日
か
ら
投
票
日
の
前
日
ま
で
の
午

前
８
時
30
分
か
ら
午
後
８
時
ま
で
で

す
。（
今
ま
で
は
、
公
示
日
ま
た
は
告

示
日
か
ら
投
票
日
の
前
日
ま
で
で
し

た
。）公

示
日
ま
た
は
告
示
日
の
当
日
は
、

不
在
者
投
票
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
、

特
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

２
　
郵
便
な
ど
に
よ
る
不
在
者
投
票

に
つ
い
て

郵
便
な
ど
の
投
票
が
で
き
る
方
の

対
象
が
拡
大
さ
れ
る
と
と
も
に
、
代

理
記
載
制
度
（
本
人
に
代
わ
っ
て
あ

ら
か
じ
め
選
挙
管
理
委
員
会
に
届
け

出
た
者
に
、
投
票
の
記
載
を
さ
せ
る

制
度
）
が
創
設
さ
れ
ま
し
た
。
な
お
、

こ
の
よ
う
な
制
度
を
利
用
す
る
た
め

に
は
、
選
挙
管
理
委
員
会
へ
の
事
前

の
申
請
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ

選
挙
管
理
委
員
会

1
０
７
９
４
（
３
５
）
０
３
５
７

（下線部が拡大されました） 

障害などの区分 障害などの程度 

身体障害者手帳 

両下肢、体幹、 
移動機能 
心臓、腎臓、呼吸器、 
膀胱、直腸、小腸 
免疫 
両下肢、体幹、 
移動機能 
心臓、腎臓、呼吸器、 
膀胱、直腸、小腸 
 
要介護状態区分 

1級または2級 
 
1級または3級 
 
1級から3級 
特別項症から 
第2項症 
特別項症から 
第3項症 
 
要介護5

戦傷病者手帳 

介護保険の 
被保険者証 

障害などの区分 障害などの程度 

身体障害者手帳 
 
 
戦傷病者手帳 

上肢 
または視覚 
 
上肢 
または視覚 

1級 
 
 
特別項症から 
第２項症 

郵便などの投票ができる方 
郵便などの投票ができる方で、 
さらに下の表に該当する方は代 
理記載投票ができます。 

ぼう  こう 

ぼう  こう 

不
在
者
投
票
の
制
度
が
変
わ
り
ま
し
た
！

不
在
者
投
票
の
制
度
が
変
わ
り
ま
し
た
！ 

不
在
者
投
票
の
制
度
が
変
わ
り
ま
し
た
！

不
在
者
投
票
の
制
度
が
変
わ
り
ま
し
た
！ 

不
在
者
投
票
の
制
度
が
変
わ
り
ま
し
た
！ 

阿閇漁港内プレジャーボート係留施設使用希望者募集中

中学校2年生が、1週間学校を離れ、
地域の方々のご協力を得て様々な体
験活動を行う「トライやる・ウィー
ク」を、5月24日(月)～28日(金)まで
の5日間実施します。
平成10年の開始以来、地域の方々

の温かいご理解とご支援をいただい
て、「豊かな心」と「生きる力」をは
ぐくむ上で大きな成果をあげること
ができました。
生徒を受け入れてくださった各事

業所などの皆さまには、今年度もど
うかよろしくご指導のほどお願いい
たします。
s問い合わせ 教育総務課

10794（35）0533

「トライやる・ウィーク」

s申し込み・問い合わせ フィッシャリーナ管理事務所　1078（707）1530
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６
月
は
環
境
月
間
で
す
。
リ
サ
イ

ク
ル
に
つ
い
て
学
べ
る
エ
コ
セ
ミ
ナ

ー
を
同
時
に
開
催
し
ま
す
。
な
ぜ
ゴ

ミ
の
分
別
が
必
要
な
の
か
な
ど
、
分

か
り
や
す
く
学
べ
ま
す
。

①
古
着
リ
フ
ォ
ー
ム

た
ん
す
の
中
に
眠
っ
て
い
る
古
着

や
ハ
ギ
レ
を
利
用
し
て
、
今
回
は
ナ
ッ

プ
ザ
ッ
ク
作
り
に
挑
戦
し
ま
す
。

②
食
用
廃
油
利
用
の
簡
単
石
け
ん
作
り

家
庭
か
ら
出
る
食
用
廃
油
を
原
料

に
し
た
石
け
ん
作
り
を
し
ま
す
。

▼
日
時

①
６
月
11
日
(金)
・
18
日

(金)
・
25
日
(金)

午
前
９
時
30
分
〜
正

午
。
３
回
連
続
で
の
参
加
と
な
り
ま

す
。
②
６
月
19
日
(土)

午
前
９
時
30

分
〜
正
午

▼
対
象

①
、
②
と
も
加
古
郡
在
住

の
方
（
小
学
生
以
上
）

▼
定
員

①
10
人
②
20
人
（
先
着
順
）

▼
参
加
費

①
無
料
（
古
着
ま
た
は

ハ
ギ
レ
を
２
種
持
参
し
て
く
だ
さ
い
）

②
無
料
（
食
用
廃
油
を
持
参
し
て
く

だ
さ
い
）

▼
場
所

加
古
郡
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ

（
播
磨
町
新
島
60
番
地
）

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

５
月

28
日
(金)
午
前
９
時
よ
り
電
話
に
て
加

古
郡
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
1
０
７
９

４
（
３
７
）
７
６
７
１
へ
。

こ
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
に
ふ
さ
わ
し

い
と
思
う
名
前
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

▼
賞
金

採
用
作
品
１
点
　
３
万
円
。

佳
作
２
点
　
１
万
円

※
採
用
作
品
が
複
数
の
場
合
は
抽
選

で
１
人
に
な
り
ま
す
。

▼
応
募
条
件

播
磨
町
、
稲
美
町
、

加
古
川
市
、
高
砂
市
に
在
住
の
方
。

官
製
は
が
き
１
枚
に
１
点
応
募
し
て

く
だ
さ
い
。
複
数
応
募
可
能
で
す
。

作
品
に
は
必
ず
、
お
名
前
・
住
所
・

連
絡
先
を
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
締
め
切
り

６
月
30
日
(水)
の
消
印

有
効

▼
発
表

７
月
下
旬
に
Ｂ
Ａ
Ｎ
―
Ｂ
Ａ

Ｎ
テ
レ
ビ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
発
表

し
ま
す
。

▼
応
募
・
問
い
合
わ
せ

〒
６
７
５
―
０
０
３
９

加
古
川
市
加
古
川
町
粟
津
26
―
２

Ｂ
Ａ
Ｎ
―
Ｂ
Ａ
Ｎ
テ
レ
ビ
㈱
「
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
名
付
け
親
募
集
」
係

1
０
７
９
４
（
２
１
）
３
７
３
６

交
通
事
故
の
解
決
に
お
困
り
の
方

の
た
め
に
、
自
動
車
損
害
賠
償
責
任

保
険
な
ら
び
に
任
意
自
動
車
保
険
の

請
求
に
つ
い
て
、
無
料
で
ご
相
談
を

受
け
付
け
て
い
ま
す
。

▼
相
談
・
問
い
合
わ
せ

社
団
法
人
日
本
損
害
保
険
協
会
　
近

畿
支
部
　
神
戸
自
動
車
保
険
請
求
相

談
セ
ン
タ
ー
（
神
戸
市
中
央
区
）

1
０
７
８
（
２
２
２
）
７
２
２
０

事
業
主
に
対
す
る
説
明
会
を
開
催

し
ま
す
。

▼
内
容

求
人
申
し
込
み
に
係
る
事

務
手
続
き
な
ど
に
つ
い
て

▼
日
時

６
月
14
日
(月)

午
後
１
時

30
分
〜
（
受
け
付
け
は
午
後
１
時
〜
）

▼
場
所

加
古
川
市
民
会
館
　
１
階

大
会
議
室
（
加
古
川
市
加
古
川
町
北

在
家
２
０
０
０
番
地
）

▼
対
象

平
成
17
年
３
月
新
規
学
校

卒
業
予
定
者
を
対
象
に
求
人
を
予
定

さ
れ
る
事
業
主

▼
問
い
合
わ
せ
　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
加
古

川
　
1
０
７
９
４
（
２
１
）
８
６
３
８

自
動
車
保
険
請
求
相
談
セ
ン

タ
ー
を
活
用
く
だ
さ
い

リ
サ
イ
ク
ル
体
験
イ
ベ
ン
ト

参
加
者
募
集

新
規
学
校
卒
業
予
定
者
対
象

求
人
説
明
会
の
開
催

Ａ
　
自
分
の
た
め
、
家
族
の
た
め
に

も
納
付
し
ま
し
ょ
う

年
金
の
支
給
を
受
け
る
た
め
に
は
、

年
金
に
加
入
し
て
一
定
の
保
険
料
を

納
め
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
保
険
料

の
納
め
忘
れ
が
あ
る
と
、
将
来
受
け

取
る
年
金
が
少
な
く
な
っ
た
り
、
受

け
ら
れ
な
く
な
っ
た
り
す
る
場
合
も

あ
り
ま
す
。

ま
た
、
病
気
や
事
故
で
障
害
が
残
っ

た
と
き
や
、
一
家
の
大
黒
柱
を
失
っ

た
と
き
に
年
金
を
受
け
ら
れ
な
く
な

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

Ａ
　
保
険
料
は
２
年
以
内
な
ら
、
納

め
ら
れ
ま
す

国
民
年
金
の
各
月
の
保
険
料
は
翌

月
末
（
法
定
納
期
限
）
ま
で
に
納
め

る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

う
っ
か
り
保
険
料
を
納
め
忘
れ
た
と

き
は
、
２
年
前
の
納
期
限
ま
で
の
分

を
さ
か
の
ぼ
っ
て
納
め
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
納
め
忘
れ
た
保
険
料
を
一

度
に
納
め
ら
れ
な
い
場
合
は
、
１
カ

月
単
位
で
納
付
で
き
ま
す
の
で
、
加

古
川
社
会
保
険
事
務
所
に
分
納
方
法

を
相
談
し
て
、
法
定
納
期
限
か
ら
２

年
以
内
に
納
め
る
よ
う
に
し
て
く
だ

さ
い
。
ま
た
、
納
め
忘
れ
な
ど
を
な

く
す
た
め
に
前
納
制
度
や
口
座
振
替

の
利
用
を
お
勧
め
し
ま
す
。

【
前
納
制
度
】

そ
の
年
度
の
１
年
分
ま
た
は
６
カ

月
分
の
保
険
料
を
４
月
・
10
月
に
ま

と
め
て
前
納
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

前
納
す
れ
ば
、
月
々
納
め
る
手
間

も
省
け
、
保
険
料
も
割
引
さ
れ
る
の

で
お
得
で
す
。
ま
た
、
年
度
途
中
か

ら
で
あ
っ
て
も
、
年
度
末
ま
で
の
分

を
前
納
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。（
期

間
に
応
じ
た
割
引
が
あ
り
ま
す
）
年

度
途
中
か
ら
の
前
納
方
法
に
つ
い
て

は
、
加
古
川
社
会
保
険
事
務
所
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

郵
便
局
、
金
融
機
関
以
外
に
コ
ン

ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
の
納
付
も
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
の
で
、
早

朝
・
夜
間
な
ど
の
納
付
も
可
能
に
な

り
ま
し
た
。（
た
だ
し
、
平
成
16
年
４

月
以
降
の
納
付
書
に
限
り
ま
す
）

【
口
座
振
替
】

忙
し
い
毎
日
、
わ
ざ
わ
ざ
金
融
機

関
な
ど
へ
お
出
か
け
に
な
る
の
も
大

変
で
す
。
口
座
振
替
に
し
て
い
れ
ば
、

決
め
ら
れ
た
日
に
口
座
か
ら
引
き
落

と
さ
れ
ま
す
。
納
付
期
限
を
気
に
す

る
こ
と
な
く
、
安
心
で
確
実
で
す
。

あ
な
た
の
取
引
金
融
機
関
の
窓
口

で
、
①
国
民
年
金
保
険
料
納
付
案
内

書
（
納
付
用
紙
）
ま
た
は
年
金
手
帳
、

②
預
（
貯
）
金
通
帳
、
③
通
帳
届
出

印
を
ご
持
参
の
う
え
、
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ

加
古
川
社
会
保
険
事
務
所

1
０
７
９
４
（
２
７
）
４
５
１
１

住
民
課

1
０
７
９
４
（
３
５
）
２
３
６
３

こ
ん
な
時
は
ど
う
し
た
ら
い
い
の
？ 

Ｑ
『
つ
い
つ
い
保
険
料
を
納
め
忘
れ
、
未
納
分
の
保
険
料
を
た
め
て

し
ま
い
ま
し
た
。
少
し
ず
つ
で
も
納
め
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す

が
、
何
か
よ
い
方
法
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？
』

付加付保険料  月額13,700円の場合 定額保険料　  月額13,300円の場合 

月別納付 

前　納 

差　額 

12ヵ月 

159,600 

156,770 

2,830

６ヵ月 

79,800 

79,150 

650

12ヵ月 

164,400 

161,480 

2,920

６ヵ月 

82,200 

81,530 

670

月別納付 

前　納 

差　額 

（単位：円） （単位：円） 

【
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
歴
は
】

４
年
目
で
す
。

【
植
物
の
魅
力
は
】

植
物
は
季
節
の
移
り
変
わ

り
に
敏
感
で
す
。
北
風
が
吹

く
寒
い
時
期
に
も
い
ち
早
く

春
の
兆き

ざ

し
を
感
じ
、
芽
や
花

の
準
備
を
し
始
め
ま
す
。
花

や
植
物
を
育
て
る
こ
と
で
自

然
の
美
し
さ
、
逞

た
く
ま
し
さ
を
感

じ
な
が
ら
よ
り
い
っ
そ
う
自

然
に
近
づ
き
、
自
然
を
楽
し

め
ま
す
。
ま
た
、
花
を
通
し

て
四
季
の
変
化
を
よ
り
身
近

に
感
じ
ら
れ
ま
す
。

【
思
い
出
に
残
る
出
来
事
は
】

早
春
に
植
え
た
球
根
の
芽

を
見
た
と
き
の
植
物
の
生
命

力
に
は
驚
か
さ
れ
ま
し
た
。

【
失
敗
談
は
】

水
を
与
え
す
ぎ
て
、
根
腐

れ
し
て
枯
ら
し
て
し
ま
っ
た

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

【
ア
ド
バ
イ
ス
す
る
と
す
れ
ば
】

植
物
を
育
て
る
と
い
う
こ

と
は
育
児
と
一
緒
で
、
か
ま

い
過
ぎ
て
も
ダ
メ
で
す
し
、

放
っ
た
ら
か
し
も
ダ
メ
で

す
。

【
こ
れ
か
ら
挑
戦
し
て

み
た
い
こ
と
は
】

自
然
に
近
い
イ
ン
グ
リ
ッ

シ
ュ
ガ
ー
デ
ン
に
挑
戦
し
て

み
た
い
で
す
。

播磨町花と緑の協会 

〜
花
と
い
っ
し
ょ
に
暮
ら
す
素
敵
な
毎
日
〜

岡田 廣子さん宅
～ 古 田 ～

問い合わせ　都市計画課
10794(35)2366

⑮

「播磨町立播磨ふれあいの家」の名称が「播磨ふれあいの家　愛称：多々良木山荘」になりました 

日本のクラリネット奏者の第一人者 

予約・問い合わせ 

播磨ふれあいの家　多々良木山荘　1079（678）1481　6079（678）1482

日　時　7月4日（日） 
　　　　昼の部：午後1時より　夜の部：午後6時より 
料　金　7,500円（フルコースの食事付き、税・サ込み） 
　　　　完全予約制です。定員になり次第締め切ります。 

北村英治(Cl) 井手正雄(Tb) 
浜崎　勉(B) 高津富士男(Dr) 堀　智彦(Pf)

Standard Jazz Concert ＆ Dinner
北村英治クインテット 

　多々良木の里の自然の中を散策し、素敵な音楽とおいしいローストビーフに舌鼓を打ちな
がら、新しくなった播磨ふれあいの家で、初夏の1日をお楽しみください。播磨町役場よりシャ
トルバス（無料）を運行します。１人6,300円プラスで宿泊プランを用意しています。 

申込・受付　
6月1日（火） 

　　　　　午前10時から 
 

北村　英治氏

 
 

加古川市 

稲 美 町  

播 磨 町  

件　数  傷　者  死者  
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キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
名
付
け
親
」
募
集

フランス料理教室
ベルトラン・ポーランさんに南仏料理の

キッシュ・ロレーヌとサラダを教えていた
だきます。
s日時 6月30日(水)午前11時～午後2時
s場所 中央公民館　調理室
s費用 700円
s持ち物 エプロン、ふきん、タオル、タ
ッパー

s申し込み 費用を添えて協会まで〔先着
20人〕6月7日(月)より受け付け

＊当日キャンセル不可です。

英語チャットルーム
英語でおしゃべりを楽しむ会です。

s日時 6月13日(日)午後7時～9時
s場所 中央公民館
s費用 500円（中・高校生は300円）
＊飲み物がでます。

s申し込み 6月11日(金)までに費用を添え
て協会へ。

＊両方とも協会員になっていただく必要が
あります。（年額1,000円）

s問い合わせ 播磨町国際交流協会
10794（35）0356

播磨町国際交流協会


